
第六十九回ひこねの城まつり はしご乗り演技 

乗り手の華麗な演技に拍手喝采 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  

                              

彦根鳶だより（第２５号） 
令和５年２月１日 

彦
根
鳶
だ
よ
り 

第２５号 

発 行 

彦根鳶保存会 

彦根市西今町 415 

彦根市消防本部内 

第
六
十
九
回
ひ
こ
ね
の
城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
が
十
一
月
三
日

に
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
彦
根
鳶
保
存
会
が
演
技
を
披
露
い
た

し
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
も
、
や
や
収
ま
っ
て
い

た
時
期
で
も
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
観
光
客
や
市
民
の
皆
さ
ん
が

沿
道
を
埋
め
尽
く
さ
れ
、
彦
根
鳶
は
し
ご
乗
り
演
技
時
に
は
、
多

く
の
方
か
ら
拍
手
喝
采
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
も
、
彦
根
鳶
保
存
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
彦
根
の
伝
統
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

彦
根
鳶
保
存
会
行
事
の
ご
案
内 

彦
根
鳶
保
存
会
が
参
加
・
出
場
い
た
し
ま
す
、 

こ
れ
か
ら
の
行
事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〇 

第
七
十
回 

 
 

ひ
こ
ね
の
城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
（
予
定
） 

二
〇
二
三
年
十
一
月
三
日
（
金
・
祝
） 

 
 

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で 

い
ろ
は
松
～
彦
根
城
表
門
前
～
夢
京
橋 

※
詳
し
く
は
彦
根
鳶
保
存
会
事
務
局 

 
 

彦
根
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課
ま
で 

 

電
話
二
二
‐
〇
三
一
四 

四
月 

二
十
一
日
（
木
） 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

五
月 

二
十
六
日
（
木
） 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

六
月 

二
十
三
日
（
木
） 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

六
月 

二
十
九
日
（
水
） 

彦
根
鳶
保
存
会
運
営
委
員
会 

八
月 

二
十
五
日
（
木
） 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

九
月 

二
十
二
日
（
木
） 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

 

二
十
八
日
（
水
） 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

十
月 

 
 

一
日
（
土
） 

滋
賀
県
消
防
大
会
演
技
披
露 

 

二
十
七
日
（
木
） 

全
体
練
習 

二
十
八
日
（
金
） 

全
体
練
習 

十
一
月 

 

三
日
（
木
） 

ひ
こ
ね
の
城
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
参

加 

演
技
披
露 

十
二
月 

十
二
日
（
月
） 

は
し
ご
乗
り
演
技
練
習 

〇 

彦
根
市
消
防
出
初
式 

二
〇
二
四
年
一
月
六
日
（
土
）（
予
定
） 

 
 

午
前
十
一
時
頃
か
ら 

金
亀
町 

彦
根
城
大
手
前
保
存
用
地 

令
和
四
年
度 

 
 

 
 

 
 

 
 

彦
根
鳶
保
存
会
活
動
記
録 



第 67回滋賀県消防大会 アトラクション（はしご乗り演技） 

 

前
回
の
発
行
以
降
、
八
艘
鳶
の
会
に
新
し
く
二
名
が
加
わ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

  
 

《 

第
八
分
団 

団
員 

杉 

本 
 

密 

》 

 

私
は
、
消
防
団
員
に
な
っ
て
十
六
年
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る

た
め
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

 

入
団
後
か
ら
、
消
防
出
初
式
や
小
江
戸
彦
根
の
城
ま
つ
り
で
彦
根
鳶
保

存
会
の
演
技
披
露
に
参
加
し
た
際
、
声
援
や
拍
手
が
見
物
客
か
ら
乗
り
手

の
皆
さ
ん
に
送
ら
れ
て
お
り
、
乗
り
手
の
方
は
演
技
を
終
え
た
充
実
感
、

爽
快
感
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
い
つ
も
話
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
同
じ
参

加
す
る
な
ら
乗
り
手
で
参
加
し
た
い
と
考
え
、
乗
り
手
を
目
指
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
技
を
身
に
付
け
、
は
し
ご
の
上
で
華
麗
な
演
技

が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 

   
 

《 

第
九
分
団 

団
員 

増 

田 

諭 

治 

》 

  
私
は
、
入
団
四
年
目
団
員
で
す
。
早
く
一
人
前
の
消
防
団
員
と
し
て
災

害
現
場
で
活
動
で
き
る
よ
う
分
団
長
は
じ
め
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
の
下
、

日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
伝
統
あ
る
彦
根
鳶
保
存
会
の
乗
り
手
を
目
指
す
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
諸
先
輩
の
華
麗
な
連
続
演
技
を
拝
見
し
て
い
る
と
自
分
に
あ

ん
な
こ
と
で
き
る
か
な
と
、
時
に
は
不
安
に
な
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く

そ
の
演
技
を
身
に
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

消
防
出
初
式
や
小
江
戸
彦
根
の
城
ま
つ
り
な
ど
で
美
し
い
演
技
が
見
せ

ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
伝
統
文
化
の
伝
承
の
一
員
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

「
八
艘
鳶
の
会
」
新
人
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

                                        

令
和
四
年
度 

賛
助
会
員
様
ご
紹
介 

令
和
四
年
度
の
賛
助
会
員
と
し
て
、
皆
様
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

法
人
賛
助
会
員
様
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

㈱
伊
勢
幾 

 

㈱
永
昌
堂 

 

㈱
奥
山
ポ
ン
プ
商
会 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
く
ら
し
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社
彦
根
工
場 

彦
根
観
光
協
会 

彦
根
キ
ャ
ッ
ス
ル
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ 

 

彦
根
商
工
会
議
所 

普
通
賛
助
会
員
様
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

伊
戸
久
次 

 

上
原
正
彦 

 

内
堀
新
十 

 

大
久
保
昭
一 

大
橋
克
之 

 
 

大
橋
政
次
郎 

岡
田
広
幸 

 

小
野
雅
司 

笠
原
恒
夫 

 

門
西
吉
則 

 

河
池 

博 
 

川
北
智
司 

川
嶌
一
史 

 

岸
田
清
次 

 

岸
本
榮
三 

 

岸
本
弘
司 

岸
本
眞
二 

 

北
川
正
治 

 

北
川
幸
夫 

 

北
村
久
雄 

北
村
正
己 

 

北
村
源
和 

 

北
村
元
愛 

 

北
村
善
夫 

窪
田 

護 
 

小
松
武
史 

 

佐
々
木
浩
斉 

城
野
和
彦 

杉
原
章
弘 

 

杉
原
宏
司 

 

鈴
木
伸
治 

 

髙
田
敏
治 

滝
川 

徹 
 

武
内
祥
浩 

 

武
山
智
昭 

 

田
附
孫
之 

田
中
憲
二 

 

田
部
増
男 

 

種
村
佐
智
夫 

田
村 

明 

茶
木
嘉
樹 

 

寺
村
公
一 

 

中
居
貞
之 

 

中
村
藤
夫 

西
田
保
弘 

 

西
田
善
道 

 

西
村
重
晴 

 

西
村
徳
一 

野
田
良
次 

 

平
居
亮
一 

 

深
尾
勝
彦 

 

古
川
敏
夫 

前
川
隆
英 

 

前
川
幸
洋 

 

松
根
隆
明 

 

三
須 

透 

安
居
継
彦 

 

矢
田
全
宏 

 

山
岸
将
郎 

 

山
口 

智 

山
下
陽
弘 

 

山
本
吉
洋 

 

横
井
康
素 

 

吉
田
定
一 

吉
村
正
樹 

 

若
林 

進 

彦
根
市
消
防
団
第
一
分
団
団
員 

～ 

第
十
五
分
団
団
員 

「
彦
根
鳶
だ
よ
り
」
に
ご
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

彦
根
鳶
保
存
会
事
務
局
（
電
話 

二
二
‐
〇
三
一
四
） 

 

令
和
四
年
十
月
一
日
に
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

に
て
、
第
六
十
七
回
滋
賀
県
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
に
て
、
彦
根
鳶
は
し
ご
演
技

を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

乗
り
手
の
技
が
繰
り
出
さ
れ
る
た
び
に
、
滋
賀
県

内
消
防
職
団
員
、
関
係
者
か
ら
は
歓
声
と
多
く
の
拍

手
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
声
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

八
艘
鳶
の
会 

指
導
部
長 

 

西 

村 

徳 

一 

副
指
導
部
長 

北 

村 

正 

己 


